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市
職
労
）、「
賃
金
改
悪
・
人
員
削
減
・
市

民
犠
牲
の
『
行
政
の
維
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
に
対
し
て
、
闘
争
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
学
習
会
を
は
じ
め
団
結
強
化
と
住
民

と
の
共
同
で
は
ね
返
し
て
い
く
決
意
」（
吹
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大会に寄せられた
メッセージ・祝電

2012年度の大阪自治労連の役員

▶執行委員長　前田仁美（大阪府職労）／▶副執行委員長　前田博史
（吹田市職労）／大原真（松原市職労）／中山直和（大阪市労組）／
西脇美子（高槻市労組）▶書記長　荒田功（東大阪市職労）▶書記次
長　佐野良二（堺市職労）▶執行委員　竹中道子（大阪府職労）／高
本幸義（大阪府職労）／塩見悦子（堺市職労）／渡辺真千（羽曳野市
職労）／芝山光代（大阪府職労）▶会計監査委員　木戸良一（社保
労）／寺田俊一（和泉市職労）／上野正高（吹田水労）▶青年部選出
執行委員　八尾高志（大阪市労組）▶婦人部選出執行委員　黒田則子
（松原市職労）▶壮年部選出執行委員　山本久夫（堺市職労）▶現評
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眞司（堺市職労）▶関連評選出執行委員　仁木将（吹田関連労組）▶
地協選出執行委員・大阪市内　前田治敏（大阪府職労）、堺・阪南　
岸岡晃三（堺市職労）、中河内・河南　小西誠（羽曳野市職労）、北河
内　竹村修（交野市職労）、北摂　浅井久二（豊中市職労）▶特別執
行委員　久保貴裕（本部）／鴻村博（本部）／猿橋均（羽曳野市職
労）／出向井三利（吹田関連労組）／橋口紀塩（大阪府職労）／宮武
正次（枚方市職労）／山口毅（堺市職労）

この１年間、よろしくお願いします

　大会冒頭のあいさつで前田委員長は「大震災の復興で、原発を止め、それ
に変わるエネルギーに転換するのかどうか、またもや構造改革路線を再起動
するのか、構造改革政治をきっぱり止めるのか、今や、その道の選択である
ことは国民の多くが認識しているところ」と強調。「憲法と地方自治を土台
にした自治体と職場・仕事づくり運動、自治体の公共性・専門性を取り戻す
運動、組織の強化・拡大と次世代育成を全力で追求しよう」と訴えました。
そして、「橋下・維新の会をはじめとする強権的な構造改革路線派の攻撃を
はね返し、東大阪市長選挙とそれに続く大阪府・大阪市のダブル選挙に勝利
し、大阪における新しい歴史を刻もう」と訴え、「『元気な職場をつくる』要
求闘争の前進、新しく青年のつながりを強めてきた青年運動の強化と次世代
育成などに力を注ぎ、組織の拡大・強化にまい進しよう」と呼びかけました。

大会であいさつに立つ
前田仁美委員長

共　同
ひろげ

自
治
体
の
公
共
性
と
り
も
ど
そ
う

元
気
な
職
場
を
つ
く
ろ
う

「構造改革」を止め、大阪の新しい歴史を刻もう

（順不同・敬称略）

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
ニ
ュ
ー
ス
発
行

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
だ
」（
和
泉

市
職
労
）
と
い
う
発
言
や
原
発
事
故
に
関

わ
っ
て
、「
寝
屋
川
市
職
労
婦
人
部
で
の

原
発
問
題
学
習
会
に
45
人
が
参
加
」（
婦
人

部
）、「『
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
』な
の
に
な
ぜ
今
被
曝
の
恐
怖
な
の
か
」

（
枚
方
市
職
労
）
な
ど
、
住
民
生
活
を
守

る
政
治
・
行
政
・
自
治
体
労
働
者
の
役
割

の
重
要
性
や
国
の
責
任
の
重
大
さ
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

要
求
を
ほ
り
お
こ
し

要
求
を
ほ
り
お
こ
し

正
面
に
か
か
げ
て
闘
う

正
面
に
か
か
げ
て
闘
う

　

職
場
で
の
闘
い
で
は
「
確
定
闘
争
で
、

職
場
集
会
・
学
習
会
・
財
政
分
析
を
力
に
独

自
賃
金
カ
ッ
ト
中
止
、
56
歳
か
ら
の
賃
下

げ
阻
止
、不
利
益
遡
及
阻
止
を
か
ち
と
り
、

人
員
闘
争
で
は
、
今
年
度
途
中
の
採
用
を

実
現
し
た
」（
守
口
市
職
労
）、「
年
３
回
の

全
職
場
討
議
で
要
求
掘
り
起
こ
し
、
保
護

課
で
の
要
望
に
応
え
て
、
ス
ト
ー
ブ
８
台

購
入
さ
れ
る
な
ど
身
近
な
要
求
実
現
で
、

『
組
合
の
お
か
げ
』と
信
頼
感
が
ア
ッ
プ

し
た
」（
門
真
市
職
労
）、「
６
年
間
採
用
が

な
か
っ
た
現
業
職
の
採
用
を
勝
ち
取
っ

た
。
行
Ⅱ
導
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

単
純
に
行
Ⅰ
・
行
Ⅱ
に
切
り
分
け
ら
れ
な

い
職
場
実
態
を
当
局
に
突
き
つ
け
る
た
た

か
い
を
す
す
め
て
い
く
」（
枚
方
市
職

労
）、「
ご
み
収
集
作
業
に
よ
る
腰
痛
の
公

「
青
年
部
の
会
議
も
活
発
に
な
っ
て
き

た
。
役
員
が
や
り
た
い
こ
と
を
出
し
合
い

実
践
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し

役
員
交
代
が
激
し
い
の
で
、
次
世
代
担
う

役
員
が
必
要
」（
青
年
部
）、
な
ど
職
場
の

悩
み
や
要
求
に
応
え
、
組
織
拡
大
に
奮
闘

す
る
経
験
も
多
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

住
民
要
求
の
実
現
は

住
民
要
求
の
実
現
は

民
主
的
自
治
体
建
設
で

民
主
的
自
治
体
建
設
で

　

住
民
と
の
共
同
で
は
「
成
人
病
セ
ン
タ

ー
移
転
問
題
で
、
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、
住
民
の
声
を
聞
き
、
現
地
建
て
替
え

の
署
名
を
推
進
し
て
い
く
」（
府
職
労
）、

「
昨
年
６
月
か
ら
行
財
政
分
析
研
究
会
を

月
１
回
開
催
、
大
阪
都
構
想
の
検
証
を
し

て
、
全
戸
ビ
ラ
配
布
、
さ
ら
に
駅
頭
で
の

シ
ー
ル
投
票
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
」（
堺

市
職
労
）、「
泉
州
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を

府
の
責
任
で
存
続
を
求
め
る
た
め
、
８
市

４
町
の
首
長
懇
談
で
も
『
三
次
医
療
は
府

で
や
っ
て
ほ
し
い
』
と
の
意
見
だ
っ
た
」

（
医
療
部
会
）、「
公
立
保
育
園
の
民
営
化

反
対
の
運
動
で
、
４
５
０
０
０
枚
の
市
民

ビ
ラ
配
布
、
３
６
０
０
０
筆
以
上
の
署
名

な
ど
こ
れ
ま
で
の
最
大
の
取
り
組
み
で
、

今
後
の
民
営
化
に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け

た
」（
富
田
林
市
職
労
）

　

民
主
的
自
治
体
建
設
で
は
、「
マ
ス
コ

ミ
は
橋
下
対
平
松
の
構
図
だ
が
、
２
人
と

も
構
造
改
革
路
線
。
市
民
の
く
ら
し
優
先

の
市
政
へ
奮
闘
し
た
い
」（
大
阪
市
労
組
・

大
阪
市
学
童
指
導
員
労
組
）、「
政
治
の
転

換
で
く
ら
し
が
変
わ
る
。
人
と
し
て
大
切

に
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
日
本
中
に
示
そ

う
」（
東
大
阪
市
職
労
）
な
ど
、
３
つ
の
首

長
選
挙
を
一
体
と
し
て
闘
う
決
意
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

田
市
職
労
）、
ま
た
、
高
石
・
和
泉
で
も

全
面
的
な
攻
撃
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

「
数
は
力
」―
語
り
合
い
を
大
切
に

「
数
は
力
」―
語
り
合
い
を
大
切
に

前
進
す
る
組
織
拡
大

前
進
す
る
組
織
拡
大

　

「
非
常
勤
職
員
組
合
の
19
人
が
水
労
に

加
入
、
正
規
と
非
正
規
い
っ
し
ょ
議
論
・

い
っ
し
ょ
に
た
た
か
う
」（
吹
田
水
労
）、

「
し
ゃ
べ
り
場
の
定
期
開
催
な
ど
で
、
４

月
か
ら
毎
月
連
続
拡
大
し
て
い
る
」（
大
阪

市
労
組
）、「
青
年
の
力
と
執
行
部
の
連
携

で
新
採
の
加
入
者
を
獲
得
」（
高
槻
市
労

組
）、「
組
合
説
明
会
を
兼
ね
た
歓
迎
会
に

昨
年
加
入
し
た
組
合
員
の
90
％
が
参
加

し
、
市
職
労
加
入
を
す
す
め
て
く
れ
た
。

結
果
新
採
12
人
中
10
人
が
加
入
し
て
く
れ

た
」（
交
野
市
職
労
）、「
昨
年
12
月
に
、
障

害
者
支
援
施
設
の
指
定
管
理
化
の
動
き
に

雇
用
不
安
を
覚
え
た
嘱
託
職
員
２
人
が
組

合
に
加
入
、
そ
の
後
５
月
末
に
も
パ
ー
ト

職
員
２
人
が
加
入
し
た
」（
豊
中
市
職

労
）、「
の
び
の
び
子
育
て
プ
ラ
ザ
の
指
定

管
理
化
の
動
き
に
対
し
て
、
職
場
討
議
・

学
習
重
ね
、
組
合
に
入
っ
て
頑
張
ろ
う
と

管
理
職
除
き
全
員
が
組
合
員
と
な
り
、
８

つ
目
の
支
部
と
な
っ
た
」（
吹
田
関
連
）、

務
災
害
認
定
闘
争
が
本
部
審
査
会
で
逆
転

勝
利
裁
決
を
勝
ち
取
り
、『
組
合
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
』と
大
き
な
確
信
と
な
っ
て
い

る
」（
吹
田
市
職
労
）な
ど
、
厳
し
い
攻
撃

の
中
で
も
、
要
求
を
正
面
か
ら
掲
げ
て
闘

い
、
改
善
を
さ
せ
た
貴
重
な
経
験
が
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。

賃
下
げ
の「
暴
走
」攻
撃

賃
下
げ
の「
暴
走
」攻
撃

許
さ
な
い
闘
い
を

許
さ
な
い
闘
い
を

　

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
悪
攻
撃
に
対
す

る
反
撃
で
は
「
大
幅
賃
下
げ
強
行
に
対
す

る
闘
争
を
継
続
中
。
公
平
委
員
会
へ
の
措

置
要
求
を
全
職
員
の
70
％
、
５
８
８
人
連

名
で
提
出
し
た
。『
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス

に
』
元
気
に
た
た
か
っ
て
い
る
」（
泉
佐
野

震
災
支
援
で
再
認
識
し
た

震
災
支
援
で
再
認
識
し
た

行
政
・
自
治
体
労
働
者
の
役
割

行
政
・
自
治
体
労
働
者
の
役
割

　

討
論
で
は
、「
東
日
本
大
震
災
支
援
に

学
童
保
育
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
き

た
が
、
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
は
こ
れ
か
ら

が
大
切
な
時
期
、
心
を
一
つ
に
復
興
支
援

を
」（
公
務
公
共
一
般
・
柏
原
学
童
分
会
）、

「
行
政
支
援
で
も
行
っ
た
人
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
も
参
加
。『
機
会
を
与
え
て
く

れ
た
自
治
労
連
に
感
謝
し
て
い
る
』
と
伝

え
て
と
言
わ
れ
た
」（
寝
屋
川
市
職
労
）、

「
保
健
師
と
し
て
行
政
支
援
と
し
て
被
災

地
に
行
っ
た
が
、
保
健
所
統
廃
合
で
保
健

師
も
少
な
く
混
乱
し
て
い
た
。
公
衆
衛
生

の
公
的
責
任
も
重
要
だ
と
痛
感
し
た
」（
府

職
労
）、「
震
災
の
映
像
で
衝
撃
を
受
け

た
。
直
ち
に
カ
ン
パ
活
動
に
取
り
組
ん
で

組
合
へ
の
信
頼
も
高
ま
っ
た
。
支
援
の
実


